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シリーズ連載始まる まちの情景と建築

　私たち建築家は建築主の代理人である。弁護士が依頼
人の法定代理人であるのと同様に、建築家（建築士）は建
築士法で規定されているように、建築設計監理に関して業
務独占の権利と義務を負っている。ところで業務委託をす
る建築主は私たちに何を望んでいるのだろうか。彼らは基
本的には建築に対して素人だ。しかし建築することへの夢
や希望や憧れが、胸の中で虹を描くように膨らんでいるは
ずだ。そのことを言葉で、態度で、事例で示しながら、私た
ちに訴えかけてくる。建築ではない言葉で。私たちはそれを
聞き取り、噛みしめ、咀嚼して、具体的な形として表現し提
案する。それが課せられた使命なのだが、実際にはどうす
ればよいのか。それには依頼者の知識、経済力、社会的立
場や人格を把握して、その人が拠って立つ教養の基盤をま
ず知ることだ。相手の立場に立つことでコミュニケーション
が始まる。デザインやエンジニアリングを売る前に、心の交
流を図る。相手を理解すると、自然と我々も理解されるこ
とになるのだと認識しよう。
　そのためには私たちも教養を高める必要がある。とは
いっても本業が建築家なのだから、建築に関連した内容の
方が理解しやすい。そこで皆さんにその話題提供をしよ
う。紹介するのは、建築にまつわる歴史、宗教、国家などの
事象を、ヨーロッパ社会と日本の社会とを比較しながら、そ
の背景に隠された事柄にも目を向けて解説する。この話題
を通じて、建築主（一般市民、消費者）と胸襟を開くことが
できればうれしい。

　客先との会話の一助に、建築の持つ社会性を見直すた
めに、国内外の代表的な街並みとその中核をなす建築の幾
つかをご紹介する。なぜ街(まち)が美しいのか、存在感が
あるのか。ヨーロッパや北アメリカについて言えば、電柱や
看板がまず見当たらない。郊外の幹線道路や高速道路沿

いにも目にうるさい看板がない。電柱や電線はかなり田舎
に行かなければ目にすることはない。これだけでも美しい
のだが、まちの建物は教会を中心にして集約されている。街
を遠望するとまず教会の尖塔が目印として地平線に浮か
ぶ。近づくに連れてそれを取り巻く街区が現れ、噴水や池
を擁した広場(マルクト広場・マヨール広場)と市役所(シ
ティーホール)にたどり着く。市民は広場に集い、夜も団らん
の場として利用している。一般の建物は壁・屋根・窓とも一
定の方向と色彩と形とが統一されているので、ある種の調
和が自然と生まれるように構成されている。我々もよいもの
は見習いたい。
　ヨーロッパは嘗てはブナの大森林地帯だった。その森を
切り開き、細 と々道を通し、集落を作る。周辺には生きるた
めの畑を広げていく。現在のヨーロッパを見るとほとんど森
は失われてしまった。自然を破壊するといった観点から見れ
ば、これほど乱暴なことはない。その点日本は国土の70％
が森林として残っている。しかし残念なことに急峻な山容
も災いして手入れが行き届かず、放置されたままで人が近づ
くこともできない。せっかく残した自然をもっと積極的に活
用したいものだ。山と平地と海とは資源の育成に関して一
体であることを承知しておこう。海の魚介類が豊富でおいし
く育つためには、上流から豊富なミネラルが運ばれてこなけ
れば不可欠なのだと叫ばれている。我々が住む街を美しく
保っていないと、愛着も誇りも感じなくなる。ゴミや汚物を
放置して平然としている。美しいものに感動し、自然に畏
敬の念を抱き、隣人をいたわる心があれば、日本の街は
もっと良くなるし国も富むはずである。観光立国を標榜する
我が国が、海外からの訪問者に胸を張れるためのまちづく
りをみんなで心がけよう。そのための投資は個 人々が長期
的に行うことから芽生えるはずである。事業主も、関係する
我々も共にその推進に力を添えて行きたい。
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